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Background Insight

国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）、
公開草案「SASBスタンダードの修正案」および公開草案
「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンスの修正案」を公表
ISSBは、2025年7月3日に公開草案「SASBスタンダードの修正案」（以下、「本公開草案」という）
および公開草案「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンスの修正案」を公表しました。

 本公開草案はISSBの2024年から2026年までの2年間の作業計画に含まれるSASB
スタンダードの改善を目的とした提案です。

 本公開草案は、SASBスタンダードについて以下を提案しています。
① 9つの優先産業（採掘および鉱物加工セクターの8つすべての産業および加工食品
産業）のSASBスタンダードについての包括的な修正

② 9つの優先産業以外の産業のSASBスタンダードにおける、産業間の要求事項を
整合させるための特定の開示トピックに的を絞った修正

 「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンス」（以下、「産業別ガイダンス」と
いう）についても、本公開草案における提案と同様の修正が提案されています。

 ISSBは2つの公開草案の修正を審議した上で、公表後の12～18ヵ月の間に発効日を
設定し、また早期適用を認めることを予定しています。

News

• SASBスタンダードは、SSBJ基準において
も「参照し、その適用可能性を考慮」する
ことが要求されている「ガイダンスの情報
源」であるため、改訂の動向を注視してい
く必要があります。

• SSBJ基準では、2023年12月最終改訂の
SASBスタンダードおよび2023年6月公表の
産業別ガイダンスをガイダンスの情報源と
して用いることとされています。このため、
本公開草案が最終化されたあとすぐに改訂
版の適用が義務化されるわけではありませ
ん。ただし、ISSBによる改訂を踏まえ、サ
ステナビリティ基準委員会（SSBJ）での審
議を経てSSBJ基準の改定がされ、適用とな
ることが想定されます。

• SASBスタンダードは、11セクター77産業
の産業別のスタンダードであり、IFRS®サス
テナビリティ開示基準（ISSB 基準）を適
用する際に、ガイダンスの情報源として用
いることが要求されています。

• ISSB基準の適用支援、GRIやESRSなどの他
のサステナビリティ開示基準との相互運用
可能性（interoperability）の改善などを目
的として、本公開草案が公表されました。

サステナビリティ ISSB
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国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）、
公開草案「SASBスタンダードの修正案」および公開草案
「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンスの修正案」を公表

1. 本公開草案公表の経緯

ISSBは 、2024年6月に公表した2024年から2026年までの2年間の作業計画
（下表参照）において、SASBスタンダードの改善を「やや劣る優先度」の
取組み課題として掲げています。しかし、SASBスタンダードの改善は、
IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」
（IFRS S1号）およびS2号「気候関連開示」（IFRS S2号）の適用支援にもつ
ながるものです。このため、 ISSBは段階的なアプローチによるとしたうえで、
まず優先度が高い12の産業について公開草案の開発を開始するほか、産業間
で共通する開示トピックについて的を絞った修正を行うこととしました。こ
うした経緯を踏まえ本公開草案は公表されています。

優先度 活動内容

高い優先度 • IFRS S1・S2号の適用支援

やや劣る優先度
• 生物多様性・生態系・生態系サービス（BEES）および人的資本に関するリサーチ
および基準開発

• SASBスタンダードの改善

優先度を明示しない
（核となる活動）

• IFRSサステナビリティ開示基準とIFRS会計基準とのコネクティビティ
• 他のサステナビリティ開示基準との相互運用可能性（interoperability）の確保
• 利害関係者との対話

出典：ISSB公表物よりあずさ監査法人作成

2. SASBスタンダードとは

SASBスタンダードは、80以上の法域で事業を営む3,900以上の企業によって
適用されている11セクター77産業の産業別のスタンダードであり、産業ごと
に①産業の説明、②開示トピック、③指標、④技術的プロトコル、⑤活動指
標で構成されています（本公開草案 BC11項）。

SASBスタンダードは、IFRS S1号を適用する際に、「ガイダンスの情報源」と
して用いることが要求されています。企業は、具体的に適用されるISSB基準
が存在しない場合において、企業の見通しに影響を与えると合理的に見込み
得るサステナビリティ関連のリスクおよび機会を識別し、それらのリスクお
よび機会に関連する開示を作成する際に、SASBスタンダードを参照し、そ
の適用可能性を考慮することが求められます（IFRS S1号 55項(a)、58項(a)）。

ISSBが2024年6月に公表した2年間の作業計画（概要）
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3. 本公開草案における提案

本公開草案における提案の概要は、以下のとおりです。

(1) 本公開草案の目的

本公開草案は、SASBスタンダードをタイムリーに改善することにより、
IFRS S1・S2号の高品質な適用を支援することを目的としており、以下に焦
点をあてて作成されています（本公開草案 IN6項）。

• 産業のグルーピング（新興市場や発展途上国のバリュー・チェーンを反映
することを含む）、開示トピック、指標、技術的プロトコルの国際的な適
用可能性をさらに高める。

• サステナビリティ関連開示のグローバル・ベースラインとして機能するた
めに投資家のニーズに引き続き焦点を当てながら、他のサステナビリティ
基準やフレームワーク（GRIスタンダード・ESRS）との相互運用可能性
（interoperability）を改善する機会を模索する。

• 生物多様性・生態系・生態系サービス（BEES）および人的資本に関連する
SASBスタンダードの開示トピックおよび指標を修正する機会を模索し、
本公開草案へのフィードバックをISSBのリサーチ・プロジェクトにイン
プットできるようにする。

• SASBスタンダードの用語と概念をISSB基準と整合させる機会を模索する。

(2) 9つの産業におけるSASBスタンダードの包括的な修正

ISSBは2024年7月のISSBボード会議において、12の優先産業について公開草
案の開発を開始することを決定しています。本公開草案では、そのうち以下
の9つの産業に関する修正案が公表されています（本公開草案 IN3項）。

• 採掘および鉱物加工セクターの8つすべての産業（①石炭事業、②工事用資
材、③鉄鋼製造業者、④金属および鉱業、⑤石油およびガス-探査および生
産、⑥石油およびガス-中流、⑦石油およびガス-精製およびマーケティン
グ、⑧石油およびガス-サービス）

• 食品および飲料セクターの加工食品産業

なお、ISSBは、12の優先産業のうち、今回公開草案を公表していない3つの
産業（①電力事業者および発電事業者、②農産物、③食肉、家禽および乳製
品）について、2025年末までに公開草案を公表する予定としています（本公
開草案 BC4項）。

(3) 9つの優先産業以外の産業におけるSASBスタンダードの的を絞った修正

ISSBは、産業間で共通するトピックの整合した開示を維持するために、9つ
の優先産業以外のSASBスタンダードの開示トピックについて、的を絞った
修正を行うことを提案しています 。対象となる開示トピックは次頁のとおり
であり、41の産業のSASBスタンダードにこれらの開示トピックが含まれて
います（本公開草案 IN4-5項）。
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• 温室効果ガス排出
• エネルギー管理
• 水管理
• 労働慣行
• 労働力（workforce）の健康および安全

4. 公開草案「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンスの修正案」

本公開草案と同時に、公開草案「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダン
スの修正案」が公表されています。産業別ガイダンスは、SASBスタンダー
ドのうち、気候関連の内容を抜き出したものとなっており、企業はIFRS S2
号を適用する際に、産業別ガイダンスに含まれる産業別の開示トピックや、
開示トピックに関連する産業別の指標を参照し、その適用可能性を考慮する
ことが求められます（IFRS S2号12項、23項）。

ISSBは、SASBスタンダードにおける気候関連の内容と産業別ガイダンスと
の間の整合性を維持するために、産業別ガイダンスを修正することを提案し
ています（本公開草案 BC6項）。

5. 適用時期等

本公開草案および公開草案「IFRS S2号の適用に関する産業別ガイダンスの
修正案」のいずれも、2025年11月30日を期限としてコメント募集が行われて
います。作成者が修正された基準に対応する期間や翻訳版を必要とする法域
の適用準備期間を考慮し、ISSBは本公開草案の修正を審議した上で、 公表後
の12～18ヵ月の間に発効日を設定し、また早期適用を認めることを予定して
います（本公開草案 IN10項、BC161項）。
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